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信用社会へ向かうことになった。
第三章
日本は元 先々進国で、インフラが十分整備され、
便利な社会であった。そして、治安がよくて、貨
幣偽造事件も少なく国民の中で現金への信頼性が
高い。ネットの発展も先駆的、ネット決済も昔か
ら十分対応できた。民衆の中では現金取引習慣が
定着しており、取引上のプライバシーを重視する
一方、個別企業の視点で多種多様な決済サービス
を提供され、それぞれ利用規格に選択肢が多かっ
たため、利用意欲があまり沸かない。キャッシュ
レス決済が利用しにくい環境であるため、どこで
も使える現金に置き換わる程の仕組みではなかっ
た。キャッシュレスの規格を統一しなければ、現
金信仰を破れない。
第四章
中国は金融サービス市場が不十分で、最新技術
の導入が容易。日本は新たな技術を導入しても、
統一しにくいため、本来の多様な決済システムを
統一させずに続ける。日本は様 な々決済手段を保
有し、会社は自社の発展を中心に、独自のサービ
スを提供する。中国では、単純に決済サービスを
提供するだけでなく、市場に欠けた問題を解決、
消費者の需要を応じて、顧客中心のサービスを展
開。中国はキャッシュレス化を推進しやすい環境
に協力し、規格は統一され、金融サービス費用は
非常に安い。一方、日本はまだ十分にキャッシュ
レス化に対応していない。さらに、日本では犯罪
が少ない環境で、民衆の中では現金取引の安心感
が強い。中国では偽札が横行したので、それがさ
らにキャッシュレス化の後押しになった。そして、
中国はビックデータを活用し、信用社会を築き上
げた。
おわりに
中日の決済方式を様 な々点から比較研究した
上、キャッシュレス化に進む必要性を確信した。
それでも、国による状況が異なるものの、決済を
共通化する最適な解決策が必要である。本論文で
は、不正の改ざんができず、取引等流通経路が明
瞭で暗号化により情報漏れがなく、著しく安く利
用できるブロックチェーンが最適であると提案し
た。他のフィンテック技術も加え、より便利、安
心、安全な決済システムを構築できれば、キャッ
シュレス化によるメリットを享受できる。但し、
日本は災害が多発する国なので、災害時における
キャッシュレス化への対応も必要であり、現時点
で現金を予備の決済手段に位置づけた。
